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• 能登半島地震の被害状況

• 能登半島地震の課題

• ４月１７日豊後水道における地震について

• 南海トラフ巨大地震

• 大分の地震被害想定

• 自主防災リーダーが活躍するために

本日の講演内容



2024年能登半島地震
被害状況

令和６年１月１日１６時１０分 M7.6

調査日 令和６年１月１１日
令和６年３月１７日
令和６年５月１７，１８日







• 奥能登の震度は震度６強，震度７

• 旧耐震木造家屋の壊滅的な被害

• 道路の寸断によって多くの集落が孤立

• 離れた地域で大規模な液状化による被害

• 各地で急傾斜地の崩落・山腹崩壊

• ライフラインの休止（特に断水）による生活への影響

能登半島地震の課題



令和６年４月17日23時14分頃の豊後水道の
地震について

出典元 気象庁
https://www.jma.go.jp/jma/press/2404/18a/kaisetsu202404180110.pdf





南海トラフ地震の発生確率に「影響なし」

• 4月17日、大分県佐伯市などで震度5弱を観測した地震について、気

象庁の検討会が5月9日開かれ、南海トラフ地震が発生する可能性に

影響はないと評価しました。

• 気象庁の「南海トラフ地震評価検討会」が9日開かれ、4月17日に発生

した豊後水道を震源とする地震について分析しました。

• 会議の結果、豊後水道の地震はフィリピン海プレートの内部で発生し

ていて、「南海トラフ沿いのプレート境界の固着状態に特段の変化を

もたらさないと考えられる」と評価。大規模地震が発生する可能性が

高まったと考えられるほどの観測はなかったと結論付けました。





•巨大地震発生の周期に入る

•南海トラフ地震の発生確率 30年以内に70～80％

•異常気象が多発（豪雨災害・浸水害・土砂災害）

•地域で災害による犠牲者を出さないためには？

•自助 自分の命は自分で守る

•地域の様々な人々が連携して備える必要

災害の世紀に備える



79

喪失

天譴悲嘆

人間にとって大切なものを
失ってしまう
（人命，財産，生活・・・etc）

その時代，その社会が持っていた誤りや歪みを被害という形で
顕在化させて，それに気付かせる役割を果たす
「傲慢な人間に対する自然の報復」

喪失がもたらす結果
残虐で過酷
苦しみや悲しみを押し付ける

災害とは・・・？



社会が持つ誤りや歪とは

１９９５年阪神・淡路大震災
〇耐震性の無い建物が市街地に広がっていた
２０１１年東日本大震災
〇津波避難を行わなかった（想定を超える災害に対応できなかった）

近年
〇雨の降り方が昔と変わってきている（気候変動）
〇降水量が増加傾向・線状降水帯が多発
〇台風の大型化・高潮被害の激甚化



• 地震火災の際の安全確保

○大きな地震時では，道路や消火栓の破損，建物倒壊
によって消防力が期待できない

○火災が発生したら消火器で初期消火
○近所の住民と協力し，バケツリレー
○天井まで火が燃え移った場合は避難

○風が強く，複数の火災が発生している場合は，火災
に巻き込まれないように，避難する必要があります．

• 地震火災のシミュレータを活用して下さい



愛媛大学防災情報研究センターHP



大分県地震被害想定（建物崩壊）



大分県地震被害想定（津波：早期避難率低い）



大分県地震被害想定（津波：早期避難率高い）



防災リーダーの役割

Ⅰ.地域防災リーダーの必要性と役割

Ⅱ.リーダーシップをとるコツ

Ⅲ.平常時にリーダーが率先すべき活動

なぜ重要？

具体的には、
何をすればよいの？

どんなことを
意識すべき？

□防災リーダーとして地域の
防災力を高める取り組み



Ⅰ.地域防災リーダーの
必要性と役割

Ⅱ.リーダーシップをとるコツ

Ⅲ.平常時にリーダーが率先すべき活動



Ⅰ.地域防災リーダーの必要性と役割

①自助・共助・公助と地域防災リーダー

②共助における地域防災リーダー

③災害時のリーダーの役割

目指すリーダー像（平常時・災害時）



82％ 18％
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「共助」の重要性

● 阪神・淡路大震災における消火活動
神戸市内で市民消火活動の有無が判明した現場９４件中、市民による

消火活動が行われたのは約8割（７７件）

自治会リーダーの呼びかけで２００人以上のバケツリレー

倒壊家屋を動かし延焼防止
長田区西代市場火災

子供を含む約３００人がバケツリレー東灘区御影西町火災

近隣企業からポンプ、ホースなどの提供を受け、活用長田区東尻池町火災

日本火災学会「1995年兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」
（1996）

● 阪神・淡路大震災における地域による消火活動事例

市民による消火活動が行われた

Ⅰ.地域防災リーダー

の必要性と役割



●災害時（特に直後）は、
「公助」に期待できない
✓道路の寸断等で地域が孤立

✓行政等も自身が被災

①自助・共助・公助と地域防災リーダー

自助 共助

公助

地域の
防災力

自 分 や 家

族 の 身 は

自 分 た ち
で守る

近隣住民や

地域の人た

ちが互いに
協力し、助

け合う

国や都道 府県、 市

区町村な どの行 政

機関や公 的機関 に
よる対応

（特に直後は）共助による災害対策が重要
その活動の中核となるのが、地域防災リーダーの役割

Ⅰ.地域防災リーダー

の必要性と役割

７ ２

１



1) 被害情報収集を指示し、被害状況を把握する

2) 防災組織としての活動の方針を決定し、活動内容

を指示する

3) 組織の活動状況を把握し、必要に応じて活動の修

正を図る

4) 行政、他の地域組織、ボランティアとの連携を図る

5) 復興のため、地域の意見集約や合意形成を図る

Ⅰ.地域防災リーダー

の必要性と役割②災害時のリーダーの役割



③共助における地域防災リーダー

災害時、地域住民の
先頭に立って、地域
の防災活動を主導し
ていくことができる

平常時から、リー
ダーとして地域で中
心となり活動するこ
とで…

平常時 災害時
災害
発生



目指すリーダー像（平常時・災害時）

平 常 時

●防災に関心を持つ（災害
対策の経験があればなお
良い）

●行動力がある

●自己中心的でなく、地域住
民全体のために考える

●多数意見を取りまとめ、ま
た、少数意見を尊重する

災 害 時

●非常時の現場の状況をとりし
きる

●周囲に声をかけ、災害対策
活動に協力を求める

●応急対策活動や避難所運営、
地域の復興の進め方など防
災活動に関する知識や知恵
を活用する

平常時 災害時
災害
発生



Ⅰ.地域防災リーダーの必要性と役割

Ⅱ.リーダーシップをとるコツ

Ⅲ.平常時にリーダーが率先すべき活動



リーダー
シップを

とるために！
②楽しく活動

しよう

③仲間（3人程度
の協力者）を作
ろう

⑥役割を分担
しよう

⑤地域防災に参加
する人を育てよう

④地域住民とコミュニ
ケーションを図ろう

①リーダーという
立場を最大限
利用しよう

Ⅱ.リーダーシップをとるコツ



● 地域に認められた「地域防災
リーダー」ということの認識と自
信を持つ

● リーダーの立場を最大限利用す
ることを考える

＜例えば. . . ＞

【地域の住民に対して】

・防災活動等への参加を積極的に声をかける

【行政や他の地域組織に対して】

・組織同士という立場で話し合いや協力を依頼する

①リーダーという立場を最大限利用しよう

リーダー
だからこそ

できること！



● 活動が活発な団体には、みんなが楽し
んで活動している事例が少なくない

②楽しく活動を進めようⅡ.リーダーシップ

をとるコツ

防災

地域の祭・イベント

防災訓練

楽しむ
工夫

● 楽しく活動することにより. . . 
活動の達成が得られ、次の活動への
意欲がわく

参加する住民の輪が広がる

● 「楽しく」をキーワードに活動していく
ことを考えてみる

地域のイベントを活用して「防災」
を入れ込む

コンクール、ゲーム、映画会など訓
練やイベントを楽しめる工夫を取り
入れる



仲間がいることで、

平常時には、組織
運営や活動の指示
などで相談や役割
分担ができる

災害時には、リー
ダー不在時でも、
代わりに地域の防
災活動の指示がで
きる

×
リーダー一人で、組織
運営や災害対策活動
の指揮を行うのは、負
担が大きく、無理

リーダー業務

○
組織運営で協力しても
らえる仲間（３人程度の
協力者＝役員的 な立
場）を作ることが重要

リーダー業務

③仲間を作ろう（３人程度の協力者）

仲間の中に女
性の参画を！



● 平常時から「地域に『顔』を売っておく」

④地域住民とコミュニケーションを図ろう
Ⅱ.リーダーシップ

をとるコツ

• リーダーは全住民を知ることは不可能だ
が、全住民がリーダーはだれか理解する
ことは可能

• 地 域 の 活 動 で は 「顔 の 見 える 関 係 」が
重要！

• 活動する上で役立つ資格やスキルを持っ
た人材を探しやすくなる

リーダー

リーダー

地域住民に自分が地域防災リーダーで

あることを知ってもらう

地域住民を知ることで、地域の人的
なネットワークを広げる



● 楽しい訓練やイベントを企画し、まずは地域住

民に防災活動へ参加してもらい、防災への関

心を高めてもらうことが必要

● 参加した住民に積極的に声をかけ、地域防災

活動への継続的な参加・協力を促す

⑤地域防災に参加する人を育てよう
Ⅱ.リーダーシップ

をとるコツ

こうしたことを繰り返し、地域の防災活動の必
要性を理解し、活動してくれる住民を多く育成



● 他人に積極的に任せる

任せた作業の進捗などの管理はしっかり行う

役割分担する際は、責任と権限を与える

⑥役割を分担しようⅡ.リーダーシップ

をとるコツ

会報の発行

資機材の
管理＿

防災訓練
＿企画

リーダー業
務

リーダー
業務

作業管理
会報の
発行

資機材の
管理

防災訓
練企画

こうして育成した人材から、次の世代の地域防災
リーダーの候補を見つけることも重要！



Ⅱ.リーダーシップをとるコツ

チェックリスト 「リーダーシップをとるコツ」

①リーダーという立場を最大限利用しよう
□リーダーという自覚はありますか？

□リーダーという立場を利用する具体策はありますか？

②楽しく活動しよう
□活用できる地域のイベントはありますか？

□楽しく防災訓練を実施する具体策はありますか？

③仲間（3人程度の協力者）を作ろう
□協力してくれる仲間が見つけられますか？

④地域住民とコミュニケーションを図ろう
□「顔」を売れる地域のイベントはありますか？

□地域の人的ネットワークが広げられそうですか？

⑤地域防災に参加する人を育てよう
□地域住民に積極的に声をかけられますか？

□防災活動に積極的に参加してくれる人がいますか？

⑥役割を分担しよう
□役割分担を積極的にできますか？



Ⅰ.地域防災リーダーの必要性と役割

Ⅱ.リーダーシップをとるコツ

Ⅲ.平常時にリーダーが率先すべき活動



Ⅲ.平常時にリーダーが率先すべき活動

① 住んでいる地域の理解

② 自助の推進

③ 情報の収集・伝達のしくみづくり

④ 防災訓練やイベントの実施

⑤ 避難所運営体制づくり（愛媛県宇和島市）

⑥ 要配慮者支援体制づくり（名簿を活用した訓練）

⑦ 関係機関との連携

⑧ 受援力の強化



地域の

災害対策本部
○市区町村等防災関係機関

からの情報収集や防災関係
機関等への支援要請等

○地域の状
況・要望

（例：避難所への
避難状況、開設
状況等々）

● 災害時にリーダーが適切な判断をしたり、地域住民が適切

な行動をしたりするためには、より正確な「情報」を迅速に収

集・発信伝達する「しくみ」づくりが重要である

③情報収集・伝達のしくみづくりⅢ.平常時にリーダーが

率先すべき活動

リーダー

情報収集班

○災害の発生状況

○住民の安否情報
○地域の被害状況
（例：人的被害、建物被害、
火災の発生状況、交通被害、
ライフライン被害等々）

病院

市区町村
警察

消防等

避難所

○地域住民への情報伝達

適切な判断
のために

被害現場

適切な防災行動
のために



例：地域の初期消火の能力を強化したい！

訓練内容も
より高度に、
実践的にしていく

・バケツリレー訓練＊１

・消火器取扱訓練＊１

基本的な技能訓練

まちなかでの訓練

発災対応型

防災訓練

（東京都
墨田区）＊２

災害時を想定した訓練

④防災訓練やイベントの実施Ⅲ.平常時にリーダーが

率先すべき活動



④防災訓練やイベントの実施

ＨＵＧ

（避難所

運営ゲーム）

ＨＵＧ

（避難所

運営ゲーム）
給水

訓練

給水

訓練

避難所

運営・

宿泊訓練

避難所

運営・

宿泊訓練

炊き出し

訓練

炊き出し

訓練

避難

訓練

避難

訓練

本部運営

訓練

本部運営

訓練

ＤＩＧ（災害

図上訓練）

ＤＩＧ（災害

図上訓練）

クロス

ロード

クロス

ロード

想定した災害につい
て、地図上で災害対
応について話し合う

災害時に発生する
様々な問題につい
て検討しあう

まちなか

訓練

まちなか

訓練

防災ウォーク

ラリー

防災ウォーク

ラリー

色々な防災訓練やイベント

防災

まち歩き

防災

まち歩き

実際の街中を会
場として防災訓
練を実施する

防災クイズに答え
ながら街中を歩き、
地域の防災につい
て学ぶ

地域を防災的な視
点から点検し、防
災マップを作製

防災

運動会

防災

運動会

担架による荷物運
び競争や土のうづ
くり競争など、
「防災」の視点を
取り入れた運動会

Ⅲ.平常時にリーダーが

率先すべき活動



● 訓練における「失敗」の必要性（重要）

訓練の中での「失敗」は、次の活動への教訓

訓練のやりっぱなしが一番ダメ

④防災訓練やイベントの実施

訓練計画自体に速やかな「ふりかえり」まで

を含めておく

Ⅲ.平常時にリーダーが

率先すべき活動



愛媛県宇和島市は愛媛大学と協力してマニュアルを作成しました

● 避難所を運営する関係者（行政、施設管理者等）
との話し合い

● 避難所開設・運営マニュアルを作成

● 避難所を運営する関係者を交えた避難所開設・
運営の訓練の実施

⑤避難所運営体制づくり
Ⅲ.平常時にリーダーが

率先すべき活動



● 災害時の避難所運営は「共助」が大きな役割を果たす
東日本大震災では...
• その日の夜から避難所運営が始まった

• 外部と孤立し、行政の支援が受けられない地域が多かっ
た

⑤避難所運営体制づくり

● 平常時に避難所運営の体制づくりを準備する

避難所運営体制づくりの手順

①避難所運営のための関係者（機関）を交えた体制づくり

②避難所運営計画・運営マニュアルの策定

③避難所運営訓練での実践

女性や障が
い者などの
多様な主体
の参画！

愛媛県宇和島市は愛媛大学と協力して避難所運営マニュアルを作成しました



避難所運営訓練の実施例

○一時集合場所から
避難所への誘導

○宿泊体験

○避難所間仕切り組立

○避難所名簿作成（受付）
○地域の被害状況

イメージ訓練の実施

○炊き出しの準備

⑤避難所運営体制づくりⅢ.平常時にリーダーが

率先すべき活動



松山市高浜女性の意見（避難所運営）

• 入口（受付）女性だけでなく男性も配置する。

• 食事つくり等、女性だけでなく男性も募り、女性だけに負

担がからないように配慮する。

• 世代、家族構成を配慮しエリアを作る。（乳幼児連れ、高

齢者など）

• 女性、子供には防犯ブザー等配布し、防犯に努める。

• 物品等の仕分けも重いものがあり、男性も手伝ってもら

いたい。



● 地域の防災組織として、「要配慮者の支援体制」
づくりを行う（名簿を活用しましょう）

行政や社会福祉協議会等の関係機関との話し合い

地域の要配慮者状況の把握

要配慮者の名簿の作成

戸別訪問による要配慮者の詳細情報把握

それぞれの要配慮者を支援する担当者の決定

要配慮者の避難支援訓練の実施

⑥要配慮者支援体制づくり
Ⅲ.平常時にリーダーが

率先すべき活動

個人情報の取り扱
いには十分に注意
しましょう！



●商工業・企業系
農協・漁協等、生協、
商工会議所、商店会、
観光協会、地元企業、
地元工場

●商工業・企業系
農協・漁協等、生協、
商工会議所、商店会、
観光協会、地元企業、
地元工場

●学校系
小中高等学校、
幼稚園・保育園、
大学、ＰＴＡ

●学校系
小中高等学校、
幼稚園・保育園、
大学、ＰＴＡ

●医療系
医師会、
歯科医師会、
地域の病院

●医療系
医師会、
歯科医師会、
地域の病院

●福祉系
社会福祉協議会、
民生委員・児童委員、
地域の福祉施設、高齢者の会

●福祉系
社会福祉協議会、
民生委員・児童委員、
地域の福祉施設、高齢者の会

●消防・警察系
消防団、
防犯協会

●消防・警察系
消防団、
防犯協会

●自治会町
内会

●自治会町
内会

●女性の会●女性の会

●郵便局●郵便局
●ボランティア団体●ボランティア団体

地域の防災組織

リーダー

要配慮者対
策での連携

・災害時の物資支援協定
・専門技能を活かしたボラン

ティア

・子どもの
防災対策
・避難所運
営での連携

災害時の
応急医療

注：吹き出しは各組織との連携の内容例

●行政（市区町村）
防災担当課
福祉、建築、都市計画、
上水道等々

●行政（市区町村）
防災担当課
福祉、建築、都市計画、
上水道等々

●他の地域防
災組織

●他の地域防
災組織

⑦関係機関との連携Ⅲ.平常時にリーダーが

率先すべき活動

● これまでの活動を実践するために、これらの機関との連携が必要



⑧受援力の強化Ⅲ.平常時にリーダーが

率先すべき活動

● 受援力とは：「支援を受ける力」

● 平常時に、地域で準備しておくこと

土地勘のないボランティアにも利用できるように、
地域の情報を整理する（防災マップ等）

地域の災害ボランティアセンター設置訓練に参加し
て、一連の活動を知る

災害時にお手伝いしてもらえる相手を知っておく
（地域の市区町村、社会福祉協議会、自治会・町内
会、民生委員・児童委員など）



地域を支える防災リーダーの役目

防災士の活動はどのようなものか

防災ﾘｰﾀﾞｰになられた方々は町内や地域の行事・活動に積極的に参加され、知り合

いを増やしていくことから始めることが必要です。その中で顔の見える付き合いや仲

間意識が生まれてお互いの意思疎通・信頼関係によって協力体制が構築されます。

松山市高浜連合自主防災会 会長 蔭原政徳



平常時の活動

1）知ること： ・家庭内・生活圏・町内・地域内での身近な危険箇所を良く知って、そこからどう啓発活動を展開して

いくかを協議しながら進めることが大切です。 町歩きから協議～防災マップ作成へと進める

2）知らせること： ・家具の転倒防止対策・家庭内備蓄（非常持ち出し品）・地域の危険箇所や避難場所、経路、防災関係

者宅など（防災マップ、ハザードマップ類）・防災情報の収集方法・地域内の防災資機材等の置き場

所等・地区防災計画 防災出前講座の実施



3）体験すること： ・救命救急講習・防災訓練（消火訓練、救出救助訓練、地震体験、煙体験）・避難訓練（避難所運

営等）・防災学習（小、中生徒対象の防災学習や町歩きでのマップ作成、避難所での係わり方）

防災訓練・避難所運営訓練の実施と継続

4）地域の整備： ・表示板設置（標高表示、一時避難場所、避難路、防災倉庫、特に危険な場所）・避難場所・避難

路・通学路・生活関連（住宅用火災警報器、古い消火器交換）

表示板・案内板を設置し地域内外住民に啓発出来るよう整備する



5）災害の伝承： ・過去の災害を知って伝える（土砂災害、地震津波、台風高潮、火災など）

土砂災害は同じ場所で発生する場合もある

6）連携の強化： ・地域の関係機関や団体との連携によって協力体制が構築される。また地域と自治体、大学等との連携

も平常時における防災活動ではないでしょうか

• 地域（学校・公民館・民協・社協・消防団・団体・企業等） 関係機関（市役所危機管理課・消防署・大学）

•
・学校（避難所）との協議：鍵の貸し出し・使用場所（体育館、教室、校庭、資機材や備品保管場所等）

＊避難所開設から運営に必要な備品類を整備し、ボックスに入れて配置

S27.7.10集中豪雨による山崩れ
高浜地区で死者9名

平成３０年７月豪雨時の

土砂崩壊箇所

昭和５５年の土砂

崩壊範囲

供養塔
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一般避難者駐車場

（新型コロナ感染防止対策時）
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一方通行

テントやパーテーションを使用する場合は入り口が
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平熱者は館内の一般受付で名簿等記入を

高熱者避難場所へ案内

避難者は先ず検温を行ない、35.7度以上の高熱者は外を回って高熱者受付へ

名簿記入のペン等はその都度消毒を行なう

避難所運営時のレイアウト

高齢者等の要配慮者は出来るだけトイレの近くに
ベッド（段ボール・エアー）は要望があれば設置を

設営は避難者数に合わせて増設する
高熱避難者は一般避難者と交わらないよう配慮

（数量限定あり）

避難者数によって配置、間隔（2ｍ確保）も変化させる 

避難所開設手順

1）避難者の検温（平熱者と高熱者を区別し受
付け場所へ誘導する)

2）平熱者は一般受付で名簿、健康チェック
シートを記入し、避難ブロックへ誘導。
ブロックには番号をつけ、避難者の管理が
出来るようにする。

3）高熱者は高熱受付で再度検温をチェックし
名簿等を記入し別の避難場所（教室等）へ
誘導する。受付担当者は防護服を使用し、
一般受付とは別行動とする。

4) 高熱避難者と一般避難者は交わらないよう
に配慮する。

＊事前に各避難所の最大収容人数と、同時に地

域住民の避難先確認も合わせて行ない、収容人
数を把握する事が必要です。

避難先が自宅・指定避難所・親戚宅・友人宅

宿泊施設・車中・集会所などの意思確認を。

＊親戚、友人宅、施設等への避難者の人数確認
や追跡調査が難しい場合が発生する事への事前
検討が必要となる。（熊本での避難所）

避難所の事前確認：分散避難を進めるためには・・・

1

2

4

3

5

6

1

3

2

6

コロナ禍における避難所配置

避難所の使用配置図を作成し平常時に机上訓練を

配置例①



避難所収容人数確保の対応策は・・

参考金額 26.400円/１台

参考金額 14.300円/１台2.1×2.1×1.8 4人収容（全屋根）

2.1×2.1×1.8 4人収容（片屋根）

ベッド、テーブル、間仕切りセットベッド（蛇腹 組み立て早い）



マップ類の修正（防災マップ・ハザードマップ）

地域の状況は年月を経過するごとに変化するため、数年ごとにまち歩きを行い修正し情報を共有させる



高浜の自主防災を核とした地域連携相関図

高浜地区

自主防災
連合会

西消防署・西警察署

消防団高浜分団

公民館･各団体

まちづくり協議会

町内会連合会（16町内会）

高浜保育園

高浜小学校
高浜中学校

愛媛大学ほか

女性防火クラブ

社会福祉協議会

民生・児童委員協議会

地元企業

現在防災士40名は公民館、各種団体、町内会、社協、民協、女防、

消防団に多数属しており、学校や消防署、市と常に連携しながら活
動し、地区住民約2.900世帯7.000名の防災減災を指導啓発する傍

ら防災士の勉強会を原則月1回行なっている

松山市

県地方局

地元介護施設



ワークショップ

「地域の防災力を高める

ためには」

参加・体験型・課題解決



ＫＪ法（川喜多二郎）
断片的な情報・アイデアを整理する手法

５人から６人のグループを作る．

お題「地域の防災力を高めるためには」

一人一人がアイデアを付箋に書いていく．



ＫＪ法

付箋の内容を見ながら、関連性のある付箋を重ね

ていきます。



防災士の活動

自主防災会の活動自治会の活動

消防団の活動

地域の課題

• 関係あり

ワークショップ事例（KJ法）

• 因果関係

• 対立







• 能登半島地震の教訓：地震で起こりうる全ての災害が発生

• 普段からの備え：防災訓練，避難所運営，要配慮者支援

• フェイズフリーで備える（ローリングストック）

• 災害特性に備えた避難訓練（津波，豪雨災害）

• 地区防災計画の推進・タイムライン（洪水，土砂災害，津

波）

地域の防災力を高めるためには



• ワークショップで地域の課題と解決策を探る

• HUG(避難所運営ゲーム），学校と連携した防災まち歩き，

防災マップの作製

• リアル避難所運営訓練

• 愛媛県宇和海沿岸では夜間津波避難訓練の実施

• 防災士のフォローアップ研修（クロスロード，DIG等）

• 地震火災延焼シミュレータの活用

地域の防災力を高めるためには



ご清聴ありがとうございました

おわりに：普段の取り組みが防災・減災に繋がる社会
フェイズフリー：楽しく防災・減災を


